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昭
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五
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提
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

北
方
四
島
を
「
外
国
と
み
な
す
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
法
令
の
改
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

先
般
、
貝
殻
島
周
辺
で
採
取
さ
れ
た
コ
ン
ブ
を
め
ぐ
つ
て
問
題
が
提
起
さ
れ
た
が
、
こ
の
採
取
コ
ン
ブ
は
関
税 

 
 

法
上
外
国
貨
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
輸
入
手
続
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
地
漁
民
か
ら
は
、
関
税
は
免
除
さ
れ 

 
 

て
い
る
が
日
本
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
の
に
外
国
扱
い
と
す
る
こ
と
に
、
強
い
不
満
と
抗
議
が
出
て
い
る
。
こ
れ 

 
 

は
、
懸
命
に
北
方
領
土
返
還
運
動
に
精
進
し
て
い
る
者
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
こ
と
と
な
る
。 

ま
た
、
日
ソ
コ
ン
ブ
交
渉
で
、
外
務
省
が
領
土
権
主
張
の
立
場
か
ら
裁
判
管
轄
権
、
許
可
証
受
給
に
あ
れ
程
厳 

 
 

し
い
注
文
を
つ
け
て
よ
う
や
く
「
日
本
漁
民
に
よ
る
昆
布
採
取
の
北
海
道
水
産
会
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
連
邦 

 

漁
業
省
と
の
間
の
協
定
」
が
成
立
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
同
じ
政
府
が
当
該
採
取
地
区
を
「
外
国
と
み
な
す
」
と
い
う
法
律
を
適
用
し
た
の
で
は
、
矛
盾
も 

 
 

 

は
な
は
だ
し
く
、
北
方
領
土
返
還
運
動
に
水
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。 

 
北
方
四
島
を
「
外
国
と
み
な
す
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
法
令
の
改
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

国
会
決
議
が
幾
度
か
行
わ
れ
、
総
理
の
現
地
視
察
、
「
北
方
領
土
の
日
」
が
制
定
さ
れ
る
等
国
論
の
盛
り
上
が
り 

 
 

の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
無
神
経
な
法
令
の
存
在
で
は
な
い
か
。 

ソ
連
で
は
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ゴ
フ
ス
キ
ー
著
「
い
ま
の
ソ
連
は
何
を 

 
 

 

狙
つ
て
い
る
か
」
一
四
八
頁
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
政
府
の
返
還
運
動
に
全
然
熱
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に 

 
 

理
解
し
て
い
る
。 

当
方
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
別
紙
の
法
律
・
政
令
が
こ
の
関
税
法
同
様
、
「
北
方
領
土
は
日
本
に
含 

 
 

 

ま
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
か
ら
「
法
令
の
施
行
区
域
か
ら
除
く
」
と
か
、
「
外
国
と
み
な
す
」
と
い
う
も
の
や
、
ま
た
、 

あ
た
か
も
二
島
返
還
論
の
ご
と
く
解
釈
も
で
き
る
よ
う
な
「
歯
舞
・
色
丹
を
法
令
の
施
行
地
域
か
ら
除
く
」
と
い
う 

 

も
の
等
々
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
の
中
に
は
、
現
在
で
は
削
除
し
て
も
差
支
え
な
い
も
の
、
他
に
表
現
が
変
え
ら
れ
る 

 
 

も
の
、
必
要
が
生
じ
た
都
度
国
会
の
議
決
を
も
つ
て
し
て
も
支
障
の
な
い
も
の
等
が
あ
る
。 

四 

 



 

政
府
は
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
法
令
の
改
廃
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ 

 
 

た
い
。 

        

右
質
問
す
る
。 

 

五 

 



 

（
別 
紙
） 

一 

本
邦
に
は
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
し
て
い
る
法
令 

二 

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
を
当
分
の
間
、
法
令
の
施
行
地
域
か
ら
除
く
も
の
と
し
て
い
る 

 
 

法
令 

4 

資
産
再
評
価
法
第
百
二
十
三
条
、
同
法
施
行
令
第
十
六
条 

3 

相
続
税
法
附
則
第
二
項
、
同
法
施
行
令
附
則
第
二
項 

2 

国
勢
調
査
令
第
四
条
、
同
令
施
行
規
則
第
一
条 

1 

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項 

第
一
号
、
同
法
施
行
令
第
一
条 

2 

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
、
同
法
施
行
規
則
第
一
条 

1 

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
第
二
条
第
二
項
、
同
法
施
行
規
則
第
一
条 

六 

 



 

三 

北
方
地
域
を
当
分
の
間
外
国
と
み
な
し
て
い
る
法
令 

3 

外
国
郵
便
規
則
第
二
条 

2 

関
税
定
率
法
第
二
十
三
条
、
同
法
施
行
令
第
六
十
二
条 

1 

関
税
法
第
百
八
条
、
同
法
施
行
令
第
九
十
四
条 

11 

検
疫
法
第
四
条
、
同
法
施
行
規
則
第
一
条 

10 

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
同
法
支
給
規
程
第
一
条 

9 

外
資
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
二
号 

8 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
第
六
条
、
同
法
に
お
け
る
附
属
の
島
に
関
す
る
命
令 

7 

通
行
税
法
附
則
第
二
項
、
同
法
施
行
規
則
附
則
第
二
項 

6 

入
場
税
法
附
則
第
二
項
、
同
法
施
行
令
附
則
第
二
項 

5 
有
価
証
券
取
引
税
法
附
則
第
二
項
、
同
法
施
行
令
附
則
第
二
項 

七 

 



 

 

八 
四 
歯
舞
群
島
・
色
丹
島
を
法
令
の
施
行
地
域
か
ら
除
く
も
の
と
し
て
い
る
法
令 

1 

連
合
国
財
産
の
返
還
等
に
関
す
る
政
令
第
二
条
、
同
令
施
行
に
関
す
る
命
令
第
二
条
第
四
号 

2 

ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
第
二
条
、
同
令
施
行
に
関
す
る
命
令
第
二
条
第
四
号 

3 

国
外
居
住
外
国
人
等
に
対
す
る
債
務
の
弁
済
の
た
め
に
す
る
供
託
の
特
例
に
関
す
る
政
令
第
二
条
第
一
項 

第
一
号
、
同
令
施
行
に
関
す
る
命
令
第
一
条
第
四
号 

4 

日
本
銀
行
券
預
入
令
等
を
廃
止
す
る
法
律
附
則
第
二
項
、
同
法
施
行
令
第
一
条
第
四
号 

五 

そ
の
他 

1 

弁
護
士
及
び
弁
護
士
試
補
の
資
格
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
条
、
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
十
一
号
に
基 

 

き
、
本
州
、
北
海
道
、
四
国
及
び
九
州
の
附
属
島
嶼
指
定
一
号 

2 

連
合
国
財
産
補
償
法
第
二
条
第
三
項 

3 

閉
鎖
機
関
令
第
二
十
七
条 


